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～新設～ 

◆ 経営協議会の設置 
会社の繁栄を⽬的として、相互の意思疎通を図り会社運営の円滑を期すため。 

◆ 苦情処理会議・簡易苦情処理会議の新設 
労働協約や就業規則等の適用について、また本人の転勤・降職・待命休職等の事前通
知内容について苦情を有する場合に、その解決を図る取扱いが具備されておらず、
組合員の利益を守ることができない状況が未だ存在していることから、組合員の 
利益を保障するため。 
 

～現協約の追記・修正～ 

◆ 総則（労働協約の優先を追加） 
就業規則その他これに準ずる諸規程が、労働協約に抵触する場合は、その抵触する
部分については労働協約が優先することを追記。 

◆ 団体交渉における書記の出席ならびに議事録確認所の作成 
議事の記録のための書記について新設と、団体交渉において、組合及び会社が団体
交渉ならびに整理交渉で合意できた内容のとおりの「議事録確認書」を速やかに  
作成すること。 

◆ 便宜供与として、勤務時間中の組合活動として承認および 
会社施設の一時使用 

現行認められている団体交渉の交渉委員にとどまらず関係者や書記、また新設を求
める経営協議会・苦情処理会議・簡易苦情処理会議についても組合が掲げる項目に
該当した場合は勤務時間中の組合活動として承認し保障すること。また、組合が会
社に対して要請した場合は、会社施設および会社が受託している施設の一時使用を
求める。 

申し入れ項目（要旨） 
申し入れの全項目は 

右記の二次元コードより 
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◆経営協議会の設置  

◆苦情処理会議・簡易苦情処理会議の新設  
◆総則の追加（労働協約の優先） 
◆団体交渉における書記の出席ならびに議事録確認書の作成 

◆便宜供与として、経営協議会・苦情処理会議・簡易苦情処理会議を勤務時間
中の組合活動として承認、及び会社施設の一時使用 

※団体交渉では、賃金・労働時間・休憩時間・休日及び休暇、労働に関する安全、衛生及び災害補償、    

その他労働条件に関する事項、協約の改訂に関する事項が議論対象となり、転勤や降職、待命休職等に

ついての苦情を訴える場が存在しません。組合員の不利益とならないために５項目を主張しました。 

 

 
◆今般の組合から提起のあった「労使間の取扱いに関する協約」の改訂につい

て現協約で妥当と考えているが、要求趣旨は受け止めており、再締結後の  
有効期間内において協議を継続していく。 

 

◆「労使間の取扱いに関する協約」第８条（３）その他の労働条件に関する事
項の適用にあたっては、具体的事例が発生した段階において、不利益が生じ
ぬよう労使において協議し決定する。 

 

◆労働諸法制及び労使間協約を遵守するとともに、信義誠実の原則に従って
様々な課題を乗り越えていくことの基本認識を改めて労使双方で確認する。 

 
 

以下の点を労使で確認！ 

輸送サービス労組の主張 


